
第
十
四
回
山
形
県
詩
人
会
賞 

遠
藤

え
ん
ど
う 

敦
子

あ

つ

こ 

詩
集 

『
禳
禱

い

の

り

』 

（
２
０
１
４
年
１
０
月
２
０
日
刊
／
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
） 

 

久
野

く

の 

雅ま
さ

幸ゆ
き 

詩
集 

『
帽
子
の
時
間
』 

（
２
０
１
４
年
４
月
１
５
日
刊
／
空
と
ぶ
キ
リ
ン
社
） 

 

【
選
考
経
過
】 

平
成
２
６
年
１
月
か
ら
１
２
月
ま
で
刊
行
が
確
認
さ
れ
た
詩
書
は
刊
行
順
に
、
新
・
日
本
現
代
詩
文
庫
『
近
江
正
人
詩

集
』、
比
暮
寥
詩
集
『
憂
感
悲
唱
集
』、
榊
一
威
詩
集
『B

len
t J

u
n

ction

』、
大
場
義
宏
詩
集
『
ラ
イ
ト
・
バ
ー
ス
集
「
豆
」』、

久
野
雅
幸
詩
集
『
帽
子
の
時
間
』、
尾
崎
ま
り
え
詩
集
『
ア
リ
ス
の
と
き
』、
斎
藤
た
き
ち
詩
集
『
冨
神
山
あ
る
風
景
の
序

章
』、
佐
々
木
悠
二
詩
集
『
詩
的
生
活
の
す
す
め
』、
高
沢
マ
キ
詩
と
詩
論
『
さ
ん
ま
の
し
っ
ぽ 

悲
し
み
は
清
ら
か
に
な

が
れ
る
』、
遠
藤
敦
子
詩
集
『
禳
禱
（
い
の
り
）』
の
十
作
品
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
三
月
十
四
日
、
第
十
四
回
山
形
県
詩

人
会
賞
（
山
形
県
詩
人
会
主
催
・
会
長
高
橋
英
司
）
の
選
考
会
が
開
か
れ
、
近
江
正
人
詩
集
と
榊
一
威
詩
集
は
著
者
が
本

賞
の
過
去
の
受
賞
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
選
考
対
象
外
と
し
、
残
る
八
作
品
を
候
補
作
と
し
て
検
討
し
た
。 

 

比
暮
寥
詩
集
『
憂
感
悲
唱
集
』
は
、
戦
死
し
た
者
た
ち
の
鎮
魂
と
こ
の
世
の
平
和
へ
の
祈
願
が
熱
く
、
深
い
人
間
愛
に

基
づ
い
た
詩
集
。
尾
崎
ま
り
え
詩
集
『
ア
リ
ス
の
と
き
』
は
、
自
由
な
時
空
へ
と
羽
ば
た
き
日
常
に
冒
険
を
企
て
る
感
性

が
み
ず
み
ず
し
い
詩
集
。
佐
々
木
悠
二
詩
集
『
詩
的
生
活
の
す
す
め
』
は
、
い
ま
こ
こ
に
あ
る
時
間
を
し
な
や
か
に
創
造

し
て
ゆ
く
こ
と
の
大
事
を
、
歩
み
出
る
こ
と
が
日
常
に
お
け
る
新
た
な
慄
き
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
詩
集
。
高
沢

マ
キ
詩
と
詩
論
『
さ
ん
ま
の
し
っ
ぽ 

悲
し
み
は
清
ら
か
に
な
が
れ
る
』
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
峙
し
て
書
か
れ
た
鎮

魂
と
祈
願
の
詩
篇
と
、
夭
折
し
た
赤
塚
豊
子
の
生
涯
に
寄
り
添
う
よ
う
に
書
か
れ
た
詩
・
詩
論
集
。
い
ず
れ
も
書
き
手
の

個
性
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
独
創
性
豊
か
な
詩
書
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。 

 

遠
藤
敦
子
詩
集
『
禳
禱
』
は
、
三
十
年
を
超
え
る
詩
作
の
総
決
算
の
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
半
生
と
世
の
事
象

を
祈
り
を
込
め
て
振
り
返
っ
た
詩
集
。「
禳
」
は
神
を
祭
り
災
い
を
除
く
意
、「
禱
」
は
幸
福
を
求
め
て
祈
る
意
。
詩
集
の

タ
イ
ト
ル
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
災
い
を
祓
う
禳
災
と
祈
り
願
う
祈
禱
に
熱
く
、
言
葉
を
綴
る
営
み
の
切
実
さ
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
詩
集
で
あ
る
。
理
不
尽
な
こ
と
に
対
す
る
怒
り
や
弱
者
へ
の
憐
み
も
ま
た
織
り
こ
ま
れ
、
他

者
へ
と
向
け
る
温
か
い
眼
差
し
と
自
己
を
見
つ
め
る
視
線
は
厳
し
く
強
靭
で
あ
る
。 

 

久
野
雅
幸
詩
集
『
帽
子
の
時
間
』
は
、
遠
藤
敦
子
詩
集
『
禳
禱
』
の
切
実
で
重
い
思
念
の
世
界
と
は
対
照
的
に
、
斬
新

で
意
表
を
突
く
発
想
が
豊
か
な
世
界
を
切
り
拓
く
詩
集
。
日
頃
、
人
間
に
使
用
さ
れ
る
帽
子
と
い
う
存
在
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
あ
て
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
内
省
の
世
界
が
涌
き
出
る
意
外
性
と
そ
の
愉
楽
は
、
し
か
し
生
き
て
在
る
こ
と
の
孤
独
と

悲
し
み
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
も
ま
た
軽
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
醸
成
さ
れ
、
発
見

さ
れ
る
時
間
の
あ
り
よ
う
を
追
い
求
め
紡
い
で
ゆ
く
そ
の
表
現
力
は
卓
越
し
て
い
る
。
詩
作
に
お
け
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
こ
の
詩
集
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

最
後
の
絞
り
込
み
に
よ
っ
て
遠
藤
敦
子
詩
集
『
禳
禱
』
と
久
野
雅
幸
詩
集
『
帽
子
の
時
間
』
が
残
っ
た
が
、
両
者
に
優

劣
を
つ
け
が
た
く
、
こ
の
二
作
を
本
年
度
の
山
形
県
詩
人
会
賞
に
決
定
し
た
。 

（
文
責
：
選
考
委
員
長 

万
里
小
路 

譲
）  

【
受
賞
者
略
歴
】 

遠
藤
敦
子
：
１
９
５
８
年
、
南
陽
市
生
ま
れ
、
同
在
住
。
詩
誌
『
樹
氷
』
同
人
。「
遅
筆
堂
文
庫
」
学
芸
員
。 

久
野
雅
幸
：
１
９
６
１
年
、
天
童
市
生
ま
れ
、
同
在
住
。
詩
誌
『
山
形
詩
人
』
同
人
。
詩
集
『
旋
回
』（
１
９
９
７
年
）、

詩
集
『
三
人
の
日
に
』（
２
０
０
３
年
）。
本
名
：
平
塚
志
信
。
高
校
教
員
。 


